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は じ め に  

 

気 象 庁 で は 、 警 報 の 発 表 基 準 を は る か に 超 え る 豪 雨 な ど が 予 想 さ

れ 、 重 大 な 災 害 の 起 こ る お そ れ が 著 し く 大 き い 場 合 、 新 た に 特 別 警

報 を 発 表 す る こ と と し 、 平 成 25 年 8 月 30 日 に 運 用 を 開 始 し た 。 市

町 村 に は 特 別 警 発 表 時 に 住 民 等 へ の 周 知 の 措 置 が 義 務 付 け ら れ る 等 、

地 域 防 災 に お い て 気 象 台 が 果 た す 役 割 が 一 層 高 ま っ た 。  

こ の 予 報 技 術 研 修 テ キ ス ト は 、 種 々 の 防 災 気 象 情 報 の 適 切 な 運 用

を 技 術 面 か ら 改 善 、 支 援 す る た め に 、 最 新 技 術 の 解 説 、 お よ び そ の

活 用 方 法 等 を 提 示 し 、 予 報 作 業 の 指 針 と す る も の で あ る 。 今 年 度 の

テ キ ス ト で は 、 関 東 地 方 に お け る 南 岸 低 気 圧 に よ る 大 雪 に 関 す る 予

報 作 業 の 指 針 と し て 、 昨 年 1 月 の 事 例 を 取 り 上 げ 、 注 意 報 ・ 警 報 発

表 に 至 る ま で の 実 況 監 視 と 解 析 に お け る 着 目 点 と 考 え 方 を 解 説 し た 。

さ ら に 、 渦 位 の 現 業 作 業 に お け る 活 用 、 解 析 雨 量 と 降 水 短 時 間 予 報

の 改 良 、 集 中 豪 雨 が 発 生 す る 環 境 場 の 統 計 的 知 見 に つ い て も 説 明 す

る 。 こ の 他 に 、 第 １ 章 の 「 こ れ か ら の 予 報 官 に 求 め ら れ る も の 」 で

は 、 予 報 官 の 予 報 技 術 向 上 と 気 象 防 災 へ の 一 層 の 寄 与 を 期 待 し 、 予

報 作 業 の 要 点 と 今 後 の 予 報 官 の 役 割 を 論 じ た 。 こ の 内 容 に 沿 っ た 予

報 作 業 の 例 と し て 平 成 24 年 7 月 九 州 北 部 豪 雨 の 事 例 を 取 り 上 げ 、主

に 経 験 の 浅 い 予 報 作 業 者 を 対 象 と し た 具 体 的 な 解 説 を 加 え た 。  

昨 年 は 、 １ 月 に 関 東 地 方 で の 大 雪 、 3 月 に 急 速 に 発 達 し た 低 気 圧

に よ る 北 海 道 で の 暴 風 雪 、 7 月 に 山 口 県 ・ 島 根 県 で 局 地 的 な 集 中 豪

雨 が 発 生 、9 月 に は 台 風 第 18 号 に よ り 広 い 範 囲 で 大 雨 と な り 、大 雨

特 別 警 報 が 初 め て 発 表 さ れ 、 10 月 は 台 風 第 26 号 の 影 響 で 伊 豆 大 島

で は 記 録 的 な 豪 雨 と な る な ど 、 様 々 な 顕 著 現 象 に よ り 気 象 災 害 が 発

生 し た 。  

こ の よ う な 顕 著 現 象 に つ い て は 、 近 年 の 精 度 向 上 が 目 覚 ま し い 数

値 予 報 で も 、 予 測 し き れ な い 部 分 が あ り 、 実 況 や 予 想 資 料 の 特 性 や

誤 差 を 踏 ま え て 、 適 切 に 補 正 す る こ と が 予 報 作 業 で は 重 要 と な っ て

い る 。 こ の テ キ ス ト を 活 用 し 、 現 場 で の 予 報 作 業 に お い て 技 術 的 な

改 善 が 幅 広 く 図 ら れ 、 ひ い て は 防 災 気 象 情 報 の 適 切 な 運 用 に 繋 が る

こ と を 期 待 し て い る 。  

な お 、 福 岡 管 区 気 象 台 、 熊 本 地 方 気 象 台 お よ び 気 象 研 究 所 に は 原

稿 の 執 筆 な ど に ご 協 力 を い た だ い た 。 こ の 場 を 借 り て お 礼 申 し 上 げ

る 。  

平 成 ２ ６ 年 ２ 月  

                 予 報 課 長  海 老 原  智  
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